
『窓装飾プランナーBOOK』改訂 2 版 改訂内容一覧 

章 頁 項目 内容 改訂後 改訂前 

1 章 10 ３ 窓装飾ビジネスの現在 

第 1・2 段落 

変更 近年のウィンドートリートメントの市場規模

（卸売りベース）は下表の通りであり、ほ

ぼ横ばいに推移しています。 

→「図表1-5 ウィンドートリートメントの市

場規模」 （本PDFファイル 6ページ①）

参照 

2012（平成 24）年度の窓装飾市場は、前

年度から 2.2％増加して 1966.1 億円（卸

売りベース）となり、前年度に引き続きプ

ラス成長となりました。 

内訳は、カーテンが 1108 億円（前年度

比 1.3％増）、ブラインド類が 278.6 億円

（増減なし）、スクリーン類が 340.6 億円

（同 7.8％増）、カーテンレール類が

238.9 億円（同 1.9％増）となり、特にスク

リーン類の増加が目立つ結果となりまし

た。家庭用電動スクリーンの普及や、遮

熱生地の拡充による単価アップが寄与し

たと考えられています。 

  22 図表 2-5 湾曲的な言葉使

いの例 

4 行目 

変更 誠に申し訳ありませんが、値引きはご容

赦いただけませんでしょうか。 

誠に申し訳ありませんが、値引きはお許

しいただけませんでしょうか。 

  33 ［施工現場への持参品例］ 

5 行目 

追加 ・メジャー、三角スケール、下地探し、方

位磁石（コンパス）などの道具（P68、69

参照） 

・メジャー、三角スケールなど採寸の道

具（P68 参照） 

2 章 84 ３｜クリーニング 

4～6 行目 

削除 右記ウォッシャブルマークが付いている

商品は家庭での水洗いが可能です。 

右記ウォッシャブルマークやはっ水マー

クが付いている商品は家庭での水洗い

が可能です。 

  90 ［Case Study］オプションの

選択や役割の説明不足 

4～7 行目 

変更 また、バーチカルブラインドのルーバー

同士をつなぐボトムコード（スペーサーコ

ード）の役割（風揺れや操作時のばたつ

きを防ぐ）をきちんと説明しなかったため

に、お客さまが見た目重視でコードなし

を選び、後になって変更すると、コードと

ルーバーの交換が必要になる例もありま

す。 

また、バーチカルブラインドのルーバー

同士をつなぐスペーサーコードの役割

（風揺れや操作時のばたつきを防ぐ）を

きちんと説明しなかったために、お客さま

が見た目重視でコードなしを選び、後に

なってコードを購入しなければならなくな

る例もあります。 

4 章 129 １｜カーテンの構成要素 

2～3 行目 

削除 カーテンは次ページの図表 4-3 のように

多くの要素で構成されています。 

カーテンは次ページの図表 4-3 のように

多くの要素で構成されています。カーテ

ン上部のことをカーテントップ、側部をカ

ーテンサイド、裾部分をカーテンボトムと

呼びます。 

  131 図表 4-4 カーテンの構成

要素 

変更 上部 カーテントップ 

  131 図表 4-4 カーテンの構成

要素 

変更 側部 カーテンサイド 

  131 図表 4-4 カーテンの構成

要素 

変更 裾部分 カーテンボトム 

  134 ・ゴブレットプリーツ 

1～3 行目 

変更・

削除 

プリーツの上部に綿などを詰めて膨らみ

を持たせたスタイル。ゴブレットは大ぶり

の脚付きグラスのことで、形が似ているこ

とから名付けられた。 

ギャザープリーツの一種で、プリーツの

上部に綿などを詰めて膨らみを持たせ

たスタイル。ゴブレットは大ぶりの脚付き

グラスのことで、形が似ていることから名

付けられた。 

  135 ・ロッドポケット 

1～2 行目 

変更 カーテン上部を筒状に縫い、装飾性カ

ーテンレールのポールやロッドに通して

吊り下げる。 

カーテン上部を袋縫いにして、装飾性カ

ーテンレールのポールやロッドに通して

吊り下げる。 

 143 図表 4-54 シアーカーテ

ンの特徴による分類 

パターン（柄）に特徴がある

もの 

ラッセルレース 

項目＆3 行目 

変更 ラッシェルレース ラッセルレース 

2017/2/10

1 / 10 ページ



章 頁 項目 内容 改訂後 改訂前 

4 章 143 図表 4-54 シアーカーテ

ンの特徴による分類 

パターン（柄）に特徴がある

もの 

ラッセルレース 

1 行目 

変更 ラッシェル機 ラッセル機 

  144 図表 4-55 機能性カーテ

ンの種類 

はっ水カーテン 

1 行目 

変更 はっ水剤を付着させた、水をはじくカー

テン。 

はっ水剤を付着させた、水を通しにくい

カーテン。 

  144 図表 4-55 機能性カーテ

ンの種類 

消臭カーテン 

1 行目 

追加・

削除 

においのもとを化学的に吸着、または吸

着・分解してにおいを取り除くカーテン。

化学的に吸着、分解してにおいを取り除

くカーテン。 

  144 図表 4-55 機能性カーテ

ンの種類 

光触媒加工カーテン 

1～3 行目 

変更 紫外線のエネルギーを使って化学反応

を起こす光触媒作用により、汚れや悪臭

などの原因となる有機物を酸化分解する

カーテン。 

光触媒とは、化学反応によって生活環

境の中の低濃度の有害物質や有害な微

生物の除去に有効な物質。この光触媒

の技術を応用して、有害物質の低減や

抗菌、消臭といった機能を持たせたカー

テン。 

  147 ２｜洗濯の仕方 変更 画像「P147」参照 （本 PDF ファイル 6

ページ②）参照 

  

  149 図表 4-65 カーテンレー

ルの構成要素 

②キャップ（フィニアル） 

2～4 行目 

変更 ポールと同じ素材のほか、オニキス、クリ

スタル、合成樹脂などの素材がある。 

ポールと同じ素材のほか、オニキス、ガラ

ス、合成樹脂などの素材がある。 

  150 ２｜機能性カーテンレール 

3～6 行目 

削除 素材は、ステンレス、スチール、アルミ、

樹脂などがあり、色はシルバー、アンバ

ー（琥珀色）のほか、ホワイトに塗装した

ものや、木目調のシートを貼ったものもあ

ります。 

素材は、ステンレス、スチール、アルミ、

樹脂などがあり、色はシルバー、アンバ

ー（琥珀色）のほか、ホワイトに塗装した

ものや、転写プリントを用いて木目調の

シートを張ったものもあります。 

  151 図表 4-71 機能性カーテ

ンレールの分類 

非住宅向け機能性カーテ

ンレール 

大型レールの解説 

追加 舞台幕や、工場などで使われるビニール

カーテンなどの重量物を吊すためのレー

ル。 

舞台幕などの重量物を吊すためのレー

ル。 

  156 図表 4-81 ローマンシェー

ドの操作方法 

ドラム式ツインタイプの呼

称 

変更 ドラム式ダブルタイプ 

（ツインタイプ） 

ドラム式ツインタイプ 

（ワンチェーンタイプ） 

  158 ［５］ ローマンシェードの素

材 1～4 行目 

削除 ローマンシェードに使用される素材は、

カーテンと同様にファブリックスが中心で

す。材質は、ポリエステル、アクリルなど

の化学繊維が多く、中にはすだれタイプ

や経木を使ったものもあります。 

ローマンシェードに使用される素材は、

カーテンと同様にファブリックスが中心で

す。材質は、ポリエステル、アクリル、レ

ーヨンなどの化学繊維が多く、中にはす

だれタイプや経木を使ったものもありま

す。 

 159 ページ最上段の箇条書き

部分 

変更 注意   ・チェックやストライプなど直線

的な柄の生地 

 （柄曲がりが目立つため） 

・シアーなど透過性の高い生地 

 （裏に縫い付けたテープが目

立つため） 

不向き ・ベルベット、風通などの厚手の

生地 

 （縫製が困難、美しくたたみ上

がらないため） 

・クラッシュ（シワ）加工された生

地 

 （ウエイトでシワが伸び寸法が

安定しないため） 

・チェックやストライプなど直線的な柄の

生地 

 （柄曲がりが目立つため） 

・ベルベット、風通などの生地 

 （ループ付きテープを縫い付けるため）

・クラッシュ（シワ）加工された生地 

 （ウエイトでシワが伸び寸法が安定しな

いため） 

・シアーなど透過性の高い生地 

 （裏に縫い付けたテープが目立つた

め） 
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章 頁 項目 内容 改訂後 改訂前 

4 章 160 ［８］ ローマンシェードのメ

ンテナンス 

［シェードの取り付け方］ 

2 行目 

追加 ・シェードが水平であることを確認しま

す。斜めになっている場合は、昇降コー

ドをコードアジャスタに巻きつける量を調

整して水平にします。 

・シェードが水平であることを確認します

  164 図表 4-94 スクリーンに付

加する主な機能 

項目

追加 

消臭 ｜ 悪臭の原因となる成分を吸着・

分解し、消臭する機能 

  

  168 ７｜調光式ロールスクリー

ンのメンテナンスの後 

項目

追加 

８｜その他の調光式ロールスクリーン 

生地の重なりが箱状になっているタイプ

の調光式ロールスクリーンもあります。 

  

  170 ３｜プリーツスクリーンの操

作方法 

1～5 行目 

追加 シングルタイプの操作方法には、コード

式、チェーン式、コードレス式、電動式が

あります。窓の大きさや使用場所に応じ

て最適なものを選びます。ツインタイプの

操作方法には、2 本のコードで操作する

コード式、コードとチェーンで操作するチ

ェーン式、1 本のチェーンで操作するワ

ンチェーン式、コードレス式があります。 

シングルタイプの操作方法には、コード

式、チェーン式、電動式があります。窓

の大きさや使用場所に応じて最適なもの

を選びます。ツインタイプの操作方法に

は、2 本のコードで操作するコード式、コ

ードとチェーンで操作するチェーン式、1

本のチェーンで操作するワンチェーン式

があります。 

  171 図表 4-104 プリーツスクリ

ーンの操作方法 

チェーン式の解説 2～3

行目 

変更 手前に引くとスクリーンが上がり、いった

ん停止した後、もう一度手前に軽く引い

て離すと自重でスクリーンが下降する。 

手前に引くとスクリーンが上がり、いった

ん停止した後、もう一度手前に軽く引い

て離すと自動的にスクリーンが下降す

る。 

  171 図表 4-104 プリーツスクリ

ーンの操作方法 

ワンチェーン式の解説 4

～5 行目 

変更 チェーンを下へ少し引くと自重でスクリー

ンが下がる。 

チェーンを下へ少し引くと自動的にスクリ

ーンが下がる。 

  172 図表 4-105 プリーツスクリ

ーンに付加する主な機能 

項目

追加 

消臭 ｜ 悪臭の原因となる成分を吸着・

分解し、消臭する機能 

  

 173 ７｜プリーツスクリーンのメ

ンテナンス 

2～4 行目 

変更 スクリーンが汚れてしまった場合は、取扱

説明書の表示通りにメンテナンスを行い

ます。 

スクリーンが汚れてしまった場合は、取

扱説明書の表示通りに薄めた洗剤を含

ませ、固く絞った布でスクリーンを拭きま

す。ヘッドボックスやボトムレールも同様

に拭き取ります。 

  175 図表 4-107 ハニカムスクリ

ーンの操作方法 

チェーン式の解説 2～3

行目 

変更 手前に引くとスクリーンが上がり、いった

ん停止した後、もう一度手前に軽く引い

て離すと自重でスクリーンが下降する。 

手前に引くとスクリーンが上がり、いった

ん停止した後、もう一度手前に軽く引い

て離すと自動的にスクリーンが下降す

る。 

  175 図表 4-107 ハニカムスクリ

ーンの操作方法 

ワンチェーン式の解説 4

～5 行目 

変更 チェーンを下へ少し引くと自重でスクリー

ンが下がる。 

チェーンを下へ少し引くと自動的にスクリ

ーンが下がる。 

  176 ７｜ハニカムスクリーンのメ

ンテナンス 

2～4 行目 

変更 スクリーンが汚れてしまった場合は、取扱

説明書の表示通りにメンテナンスを行い

ます。 

スクリーンが汚れてしまった場合は、取

扱説明書の表示通りに薄めた洗剤を含

ませ、固く絞った布でスクリーンを拭きま

す。ヘッドボックスやボトムレールも同様

に拭き取ります。 

  180 ７｜パネルスクリーンのメン

テナンス 

1～4 行目 

削除 日ごろの手入れは、ハンディモップでほ

こりを落とします。ウォッシャブルタイプの

場合は生地を取り外し、取扱い絵表示に

従って洗濯を行います。 

日ごろの手入れは、ハンディモップでほ

こりを落とします。スクリーンが汚れた場

合はスポンジなどに中性洗剤を含ませて

軽く拭きます。ウォッシャブルタイプの場

合は生地を取り外し、取扱い絵表示に

従って洗濯を行います。 

  182 ４｜アルミ製スラットの特徴 

3～4 行目 

変更 スラットの断面は、たわみを防ぎ、遮蔽性

を高めるため、ゆるく弧を描いた形状に

なっています。 

スラットはたわみを防ぐためゆるく弧を描

いた形状になっています。 

4 章 188 図表 4-120 木製ブライン

ドの用途 

項目

削除 

  出窓 ｜ 2 連、3 連の出窓に適応する製

品があり、スラットの回転が一度に行え

る。昇降はそれぞれの昇降コードで操作

する。 
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章 頁 項目 内容 改訂後 改訂前 

  193 図表 4-126 バーチカルブ

ラインドの機能 

項目

追加 

防炎 ｜ 「燃えにくい」という性能を示

す。不燃とは異なる 

制電 ｜ 静電気を帯びにくくし、ほこりを

付きにくくする機能 

防汚 ｜ 汚れを付きにくくする機能 

UV カット ｜ 紫外線の透過を抑える機

能 

防カビ ｜ カビの発生を抑える機能 

  

 199 ［１］ 法定表示 

5～6 行目 

変更 主な義務表示に、防炎ラベル、取扱い絵

表示などがあり、任意表示には原産国表

示などがあります。 

主な義務表示に、防炎ラベル、取扱い

絵表示、原産国表示などがあります。 

  199 １｜防炎ラベル <消防法> 

7～12 行目 

変更 繊維に防炎性能を付加する方法には、

防炎の性能を有する防炎素材と、後加

工で繊維に防炎性能を付加する加工が

あります。防炎性能の基準に合格したも

のには、消防法令によって定められた防

炎性に適合した「防炎ラベル」が交付さ

れ、消防庁長官が認定した「防炎表示認

定業者」により表示されます。 

繊維に防炎性能を付加する方法には、

製造工程での防炎（素材防炎）と後加工

による防炎があります。防炎性能の基準

に合格したものには、消防法令によって

定められた防炎性を保証した「防炎ラベ

ル」が交付され、消防庁長官が認定した

「防炎表示認定業者」により表示されま

す。 

 199-200 １｜防炎ラベル <消防法>

本文追加 

追加 また、公益財団法人日本防炎協会は、

防炎カーテンについての生地と縫製品と

のトレーサビリティー（製品の履歴情報）

を確保するため、防炎ラベルに加えて、

2015 年より補助ラベルを縫い付ける制度

を設けています。補助ラベルに記載され

た照会 No.を日本防炎協会に問い合わ

せることで、消費者が製造者、試験番

号、ロット番号などを確認できる制度で

す。 

  

 201 図表 4-137 防炎防火対

象物（防炎物品を使用しな

ければならないところ） 

変更 →「図表 4-154 防炎防火対象物」参照 

（本 PDF ファイル 7 ページ③）参照 

  

  202 ３｜取扱い絵表示 <家庭

用品品質表示法> 

本文 

変更 →画像「P202」参照 （本PDFファイル 8

ページ④）参照 

繊維製品については、組成表示、取扱

い絵表示を行うよう義務付けられていま

す。取扱い絵表示は家庭用品品質表示

法によって表示が義務付けられた法定

表示です。具体的には、洗い方、塩素漂

白の可否、アイロンがけ、ドライクリーニ

ングの可否、絞り方、干し方について、

絵表示で表します。（P203 図表 4-138

参照） 

組成表示は、糸やファブリックス製品の

組成を、使用量の多いものから順に示し

ます。例えば、毛 60％、アクリル 30％、

ナイロン 10％のように表示します。また、

表示者の名前と住所または電話番号も

表示します。 

  203 図表 4-138 取扱い絵表

示 

変更 →「図表 4-155 取扱い絵表示」 （本

PDF ファイル ８ページ⑤）参照 

  

5 章 229 ②柄物のファブリックスの

場合 

［計算例］ 

変更 →「P229 計算例」 （本 PDF ファイル 9

ページ⑥）参照 

 

  230 図表 5-50 裁ち切り寸法 変更 →「図表 5-51 裁ち切り寸法」 （本 PDF

ファイル 9 ページ⑦）参照 

  

  241 ［Column］3 つ山ひだをつ

くる場合のひだ倍率は？ 

変更 →「P241 Column」 （本 PDF ファイル １

０ページ⑧）参照 
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章 頁 項目 内容 改訂後 改訂前 

  241-242 ６｜プリーツ（ドレープ分）

をつくる 

本文 17～20 行目 

削除・

追加 

ギャザーテープを使ってつくるものには、

ギャザー、ペンシルプリーツ、ダイヤモン

ドプリーツなどがあり、カーテンの総巾に

よりテープ巾や絞り方（ひだ倍率）を決め

ます。 

ギャザーテープを使ってつくるものに

は、ギャザー、ペンシルプリーツ、ゴブレ

ットプリーツ、ダイヤモンドプリーツなどが

あり、カーテンの総巾によりテープ巾や

絞り方（倍率）を決めます。 

6 章 264 図表 6-19 糸の太さの単

位 

項目

追加 

テックス ｜ 1000m で 1g あるものが 1 テ

ックスとなる。 

 

  268 図表 6-24 機能性を付加

する加工 

ラミネート加工の解説 

変更 複数の材料を貼り合わせて積層させる加

工。 

溶解性樹脂（ウレタンフォーム）などのフ

ィルムを生地に接着加工し、遮光性・遮

音性を付加する。 

  270 図表 6-28 代表的なレー

ス 

ラッセルレース 

項目＆1 行目 

変更 ラッシェルレース ラッセルレース 

  270 図表 6-28 代表的なレー

ス 

フィッシュネット 

1 行目 

  ラッシェル機 トリコット機 

  272 図表 6-31 代表的なドレ

ープファブリックス 

ベルベット 

1～2 行目 

変更 一般的にはレーヨンかポリエステルが使

われる。 

一般的にはレーヨンかシルクが使われ

る。 

  274 ４ ソフトファニシングの基

礎知識 

リード 1 行目 

変更 カーテン、カバー類、クッションなど、イン

テリアを演出するためのファブリックスを

「ソフトファニシング」といいます。 

ファブリックスを使ってインテリアを演出

することを「ソフトファニシング」といいま

す。 

  275 図表 6-33 クッションの主

な種類 

クッション 

項目＆本文 

変更 背当てクッション 

ソファ用やベッド用などさまざまなサイズ

があり、中材の種類も豊富。 

クッション 

ソファ用や床置き用などさまざまな種類

がある。トルコスタイルの分厚いクッション

をハソックという。 

  298 ［Column］畳の敷き方 

本文 7 行目 

変更 四井敷 四居敷 

 299 図表 6-57 その他の床材 項目

追加 

セラミック床材 ｜ セラミック素材により、

天然石よりも軽量で、加工性も良く、安価

である。吸水率は低く、非常に光沢があ

り傷も付きにくいので、メンテナンスの容

易な床材として商業施設等のフロアに使

われている。インクジェットプリントで表現

されたデザイン性が魅力でもあり、大判

で薄い商品は壁面や家具、キッチンの

面材などの装飾建材としても使用されて

いる。 

  

  309 図表 6-65 主なコンテンポ

ラリースタイル 

追加 北欧モダン 

（スカンジナビアンモダン） 

北欧モダン 
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①

②

図表1-5 ウィンドートリートメントの市場規模

P.147
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③ 図表4-154 防炎防⽕対象物（防炎物品を使⽤しなければならないところ）
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④

⑤ 図表4-155 取扱い絵表⽰

P.202
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⑥

⑦

P.229 計算例

図表5-51 裁ち切り⼨法
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⑧ P.241 Column
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